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はじめに 
 
 
 
 

TRAPEZIUMX をご使用の前に、本書を必ずお読みください。 
 

このたびは TRAPEZIUMX をお買い上げいただきありがとうございます。 

本書は、オートグラフ AG-X のセルフチェック機能の操作方法と、AG-X および、AG-
IS,EZGraph のハードウェア設定方法について記述されています。本ガイドをよく読んで

いただき、内容に従って正しく使用してください。 

また、読み終わったあとも、本ガイドをソフトウェアとともに大切に保管し、いつでも参照

できるようにしてください。 
 
 
 
 

お 願 い 

• TRAPEZIUMXを貸与または譲渡するときは、本書をTRAPEZIUMXに添付してください。 
• 本書を紛失または損傷された場合は、すみやかに当社営業所または代理店に連絡してください。 
• 本書には安全に使用していただくために、安全上の注意事項を記載しています。本機を使用する前に必ず

「安全にお使いいただくために」をお読みください。 

 

 

おことわり 

・ 本ガイドの内容は改良のために、将来予告なしに変更することがあります。 

・ 本ガイドの内容は作成にあたり万全を期しておりますが、万一、誤りや記載もれなどが発見されても、ただち

に修正できないことがあります。 

・ 本ガイドの著作権は、株式会社 島津製作所が所有しています。当社の許可なく内容の一部または全部を転

載・複製することはできません。 
© 2007 Shimadzu Corporation. All rights reserved. 

・ Microsoft、Windows、は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。その

他、本書に掲載されている会社名および製品名は、それぞれ各社の商標および登録商標です。なお、本文中

には TM、®マークは明記していません。 



 
 

ドキュメントの表記 
 

本ガイドでは各項目について次のように表記します。 
表記 説明 記載例 

『 』 メニューの名前 『ファイル｜保存』 

「 」 ボタンの名前 「OK」 

[ ] ダイアログの名前 [セルフチェックダイアログ] 

注記 ソフトウェアを正しくご使用していただくための

情報を記載しています。 
 

警告 その事象を避けなければ、死亡または重傷に

至る可能性のある場合に用いています。 
 

注意 
その事象を避けなければ、軽傷または中程度

の傷害を負う可能性のある場合、および物的

損害の可能性のある場合に用いています。 

 



 
 

安全にお使いいただくために 
 

本装置を使用する前に、この「安全にお使いいただくために」をよく読み、正しく使用して

ください。 

ここに記載されている注意事項は、安全に関する重大な内容ですので、必ず守ってくだ

さい。 

 
 
 
 

本ソフトウェアは、オートグラフ、EZ シリーズ本体と組み合わせて使

用し、その操作を行うものです。本装置の操作のためには必ず試験

機本体の取扱説明書を最初にお読みください。 
また、同取扱説明書の安全上の注意にしたがってください。 

 
 
 
 

オートグラフ、EZ シリーズでの連続運転時間は 10 時間以下の制限

を設けてありますので、ご注意ください。 

 
 
 
 

硬質試験片の破断面は鋭利になる場合がありますので、触れる場

合には、けがのないようにご注意ください。 

手袋など保護具の着用をおすすめします。 

 

警告

注意

注意



 
 
 
 

試験中設定の誤りなどにより、クロスヘッドが誤動作した場合は、本

体左右の非常停止スイッチを押してください。試験途中で、通常の状

態で停止する場合は、ストップキーを押してください。 

 
 
 
 

原点復帰中はクロスヘッドが高速で動作しますので、作動部に手を

入れないでください。 

また、治具が周囲の器物に当たらないように注意してください。 

試験機が異常な動作をした時は、すぐに非常停止スイッチを押してく

ださい。 

 

注意

注意



 

用途に関する注意事項 
この製品は、日本国内、諸外国において使用することを目的に製造されています。 

諸外国では電源仕様、安全法規制（電波規制や材料規制など）は国によってそれぞれ

異なります。この製品および、関連消耗品をこれらの規制に違反して使用すると、罰則

が科されることがあります。 

 

 

据付作業時の注意事項 
本機を安全にお使いいただくために、据付・調整および移動後の再据付については、当

社指定のサービス担当店にご依頼ください。 

 

 

作業・操作に関する注意事項 
パーソナルコンピュータのハードディスクの内容は、不慮の事故により失われるおそれ

があります。不慮の事故から大切なデータを守るために、必ずバックアップをとるように

してください。 



 
 

ソフトウェアの許諾範囲 
 

本ソフトウェアとは対象ソフトウェア(TRAPEZIUMX ソフトウェア、付属データ) および印刷

物(取扱説明書などの文書) をいいます。 

 

許諾事項 
・ お客様は、本ソフトウェアを指定の試験機 1 台においてのみ使用できます。 

・ お客様は、本ソフトウェアのすべての権利を譲渡する場合、複製物を保有することはでき

ず、本ソフトウェアの一切(すべての構成部分、媒体、取扱説明書などの文書) を譲渡し、

かつ譲渡人が本許諾範囲の条項に同意することを条件とします。 

本ソフトウェアがアップグレードしたものである場合、譲渡は本ソフトウェアの以前のバー

ジョンもすべて含んだものでなければなりません。 

・ お客様は、本ソフトウェアの全部または一部を賃貸、リース、再ライセンス、複製、改造、

修正、リバースエンジニアリング、逆コンパイル、逆アセンブルすることはできません。 

第三者にこのような行為をさせることもできません。 

 

 

著作権 
・ 本ソフトウェアの所有権、著作権および本ソフトウェアに関するすべての知的財産権は当

社が保持します。 



 
 

製品保証について 
 

当社は本製品に対し、下記のとおり保証をいたします。 

 
1. 保証期間 据付から起算して１年間といたします。（ただし、日本国内に限ります。） 

2. 保証内容 保証期間内に当社の責により故障が生じた場合は、その修理または部品の代替を無償

で行います。 

保証期間内であっても、次に該当する故障の場合は保証の対象から除外させていただき

ます。 
1) 誤ってお取り扱いになった場合 
2) 当社または当社指定会社以外で修理や改造などが行われたことに起因する場合 
3) 当社指定以外のハードウェアまたはソフトウェアとの組み合わせ使用による場合 
4) コンピュータウィルスによって生じた装置の故障 
5) 停電や電源の瞬時電圧低下を含む電源障害によって生じた装置の故障 
6) 正常な終了手順によらずに、装置の電源スイッチを切断することなどによって生じた装

置の故障 
7) 故障の原因が機器以外の理由による場合 
8) 高温多湿、腐食性ガス、振動など、過酷な環境条件の中でお使いになった場合 
9) 火災、地震その他の天災地変、放射性物質や有害物質による汚染、および戦争や暴

動、犯罪を含むその他の不可抗力的事故の場合 
10) いったん据え付けた後、移動あるいは輸送された場合 
11) 消耗品およびこれに準ずる部品 

3. 保証除外事項 

 

＊)保証条項を含む契約書が別途交わされている場合は、それらの文書に記載された保証内容規定に従います。 
 
 
 

アフターサービスと部品の供給期間 
 

本機が正常に動かない場合、試験機本体取説の故障修理対策に関する項に従って点

検・処置をしてください。 
アフターサービス 

それでも改善されない場合や、それ以外の故障と考えられる現象が発生した場合は、 
当社営業所／代理店または当社サービス会社に連絡してください。 
本機の補修部品の供給期間は、製品打ち切り後７年としています。この供給期間以降

は、補修部品の供給にお応えできない場合があります。あらかじめ了承ください。 
部品の供給期間 

ただし、部品メーカーから購入しているユニット、電子部品などはこれらのメーカーから製

造中止の通知を受けた後、ただちに上記期間分の所要量を算定して対応するようにして

います。しかし、中止時の部品メーカーの対応または所要量の変動などにより製品打ち

切り後７年以内であっても保守部品を供給できない場合があります。 
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本ガイドに関して 

本ガイドはオートグラフ AG-X のセルフチェック機能の操作方法と、AG-X および、AG-
IS,EZGraph のハードウェア設定方法について記述されています。 

 

構成 

本ガイドは下記の章から構成されています。 

第 1 章 セルフチェック機能を使う： 

オートグラフ AG-X のセルフチェック機能を用いて、試験機の診断を行う方法につ

いて説明します。 

第 2 章 AG-X のハードウェア設定を行う： 

TRAPEZIUMX から AG-X のハードウェア設定を行う方法について説明します。 

第 3 章 AG-IS,EZGraph のハードウェア設定を行う： 

TRAPEZIUMX から AG-IS、EZGraph のハードウェア設定を行う方法について説

明します。 

 

関連したドキュメント 

TRAPEZIUMX ユーザーガイド: 

TRAPEZIUMX の操作の流れについて説明しています。(349-02771) 

TRAPEZIUMX ソフトウェアリファレンスマニュアル: 

TRAPEZIUMX のメインウィンドウや、各ダイアログについて説明しています。
(349-02772) 

TRAPEZIUMX データ処理リファレンスマニュアル: 

TRAPEZIUMX で求める事のできるデータ処理項目について説明しています。
(349-02773) 
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第 1 章 

セルフチェック機能を使う 

ここではオートグラフ AG-X の装置状態を診断する「セルフチェック機能」の下記につい

て説明します。 

－ セルフチェック機能とは 

－ チェック項目一覧と必要な治具 

－ セルフチェックダイアログ－セルフチェックの実行タブ 

－ セルフチェックダイアログ－セルフチェックスケジュールタブ 

－ セルフチェックレポートのメール送信 

－ モーターパルスチェック 

－ センサアンプチェック 

－ 基板電源チェック 

－ 非常停止スイッチチェック 

－ リミットスイッチチェック 

－ アナログ出力チェック 

－ アナログ入力チェック 

－ 動作音チェック 

－ クロスヘッド移動動作チェック 

－ クロスヘッドポジション精度チェック 

－ クロスヘッド移動速度チェック 

－ 試験力測定チェック 

－ 最大試験力チェック 
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セルフチェック機能とは 

セルフチェック機能とは、オートグラフ AG-X シリーズの装置状態を診断し、その記録の

保存、異常発見時の弊社への連絡等を行える機能です。 

画面の表示された手順に従ってチェックを行います。また、定期的にチェックを行えるよ

うチェック日をお知らせする事もできます。 

 

 セルフチェックの種類 

セルフチェックには次の 2 種類があります。 

－ 自動チェック: 

あらかじめ選んでおいた項目を、順に自動的にチェックしていきます。 

－ 個別チェック: 

各チェック項目を個別にチェックします。 

 

 自動チェックの流れ 

自動チェックは次のような流れで行います。 
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チェック項目一覧と必要な治具 

ここでは、セルフチェックの項目及びチェックの際に必要な治具について説明します。 
項目名 概略 必要な治具 

モーターパルス モーターが正常に動作するかチェック。 特にありません。 
センサアンプ 試験機に装着された各種アンプ（試験力アン

プ、SG アンプ等）が正常に動作しているかを

チェック。 

特にありません。 

基板電源 制御装置内の基板電源をチェック。 特にありません。 
非常停止スイッチ 左右の非常停止スイッチが正常に動作する

かどうかをチェック。 
特にありません。 

リミットスイッチ 上下のリミットスイッチが正常に動作するかど

うかをチェック。 
特にありません。 

アナログ出力 試験機からアナログ電圧が正常に出力され

るかどうかをチェック。 
試験機から出力したア

ナログ電圧を測定する

装置 
アナログ入力 試験機にアナログ電圧が正常に入力される

かどうかをチェック。 
試験機にアナログ電圧

を入力する装置。外部

のアンプを使って変位

計を使用する場合は、

使用するアンプを接続

します。 
動作音 クロスヘッド移動時に異常音がしないかどう

かをチェック。 
特にありません。 

クロスヘッド移動動作 クロスヘッドがスムーズに動作するかを、ダイ

ヤルゲージを使ってチェック。 
ダイヤルゲージ（5mm
以上の移動量を測定で

きるもの） 
クロスヘッドポジション

精度 
クロスヘッドを指定した距離移動させた際の

ポジションの精度をチェック。 
ダイヤルゲージ（20mm
以上の移動量を測定で

きるもの） 
クロスヘッド移動速度 クロスヘッドを指定速度で移動させ正しい速

度で移動しているかをチェック。 
特にありません 

試験力測定 指定ポイント毎の試験力を測定、試験力測定

値に異常がないかをチェック。 
ロードセル容量まで測

定できるデジタルルー

プ、上下圧盤、圧縮負

荷治具 
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セルフチェックダイアログ－セルフチェックの実行タブ 

セルフチェックを行うためのダイアログです。このダイアログで、自動チェックや個別チェ

ックの実行、実行日時や結果の確認が行えます。 

 

 このダイアログを表示するには 

(1) メニューの「ハードウェア｜セルフチェック」を選択します。 

 

(2) セルフチェック実施日になると、TRAPEZIUMX 起動時にメッセージが表示され、

その後、[セルフチェックダイアログ]が表示されます。 
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 ダイアログの説明 

 

(1) 自動チェック開始ボタン 

 

自動チェックを開始します。クリックすると各チェック項目のダイアログが順に表

示されます。 

「自動チェック実施設定」でチェックの入った項目のみを順に行います。 
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(2) チェック項目名、前回実施日時、合否結果 

 

チェックの項目名と、各項目の前回のチェック実施日時が表示されます。また、

その際に合格だったかどうかが表示されます。 

 

(3) 自動チェック実施設定 

 

自動チェック時に実行する項目にチェックを入れます。 

 

(4) 個別チェック開始ボタン 

 

各項目のチェックを個別で実施する事ができます。 

 

(5) レポートメール送信ボタン 

 

一番最近実施した自動チェックのレポートを、登録した弊社連絡先アドレスに

送信します。 

関関関連連連キキキーーーワワワーーードドド： 「セルフチェックレポートのメール送信」p.15 

 

(6) 閉じるボタン 

 

このダイアログを閉じます。 
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セルフチェックダイアログ－スケジュールタブすけじゅーるたぶ 

セルフチェックダイアログーセルフチェックスケジュールタブは、セルフチェックを行う日

数の間隔を設定する為のダイアログです。 

 

 このダイアログを表示するには 

(1) メニューの「ハードウェア｜セルフチェック」を選択し、「セルフチェックスケジュー

ルタブ」をクリックします。 
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 セルフチェック実施日が来たときは？ 

前回実施日から、指定した実施間隔の日数が経過すると、“TRAPEZIUMX の起

動時”に、セルフチェックを実行するかどうかを確認するメッセージが表示されます。 

「はい」を選択すると、[セルフチェックダイアログ－セルフチェック実行タブ]が表示

されます。自動チェックを実行すると、「前回実施日」の欄が更新されます。 

「いいえ」を選択すると、今後も起動時にメッセージを表示するかどうかの確認画面

が表示されます。 
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セルフチェックレポートのメール送信 

セルフチェックで異常が発見された場合に、あらかじめ登録された弊社連絡先にセルフ

チェックレポートをメールで送信できます。 

 

 メール送信するための設定 

メール送信をするにはあらかじめ、お客様のメールサーバ等の設定が必要です。 

(1) メニューの「ツール｜メール, ネット送信設定」を選択し、「メール送信タブ」をクリ

ックします。 
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(2) メールホスト設定の各項目を入力し、「OK」をクリックします。 

 

関関関連連連キキキーーーワワワーーードドド： ソフトウェアリファレンスマニュアル「ネットワーク出力設定ダイアロ

グ－メール送信タブ」p.243 

 

 メールの送信先は？ 

装置の据付時に弊社担当者が登録しますので変更しないで下さい。 

万が一、PC の交換等で送信先を再入力する際は、弊社にご連絡の上、「追加」を

クリックし、登録して下さい。 

 メールの送信タイミングは？ 

自動チェック終了時、異常があった際に送信されます。 

また、[セルフチェックダイアログ]の「メール送信」のクリックで、最新のレポートを任

意のタイミングで送信できます。 
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モーターパルスチェック 

試験機のモーターが正常に動作するかをチェックします。 

 

 必要な治具 

特にありません。 

 実行前の注意点 

試験機が「10mm/min」で、上に「1mm」移動し、その後下に「1mm」移動し

ます。つかみ具等ははずし、UJ やその他の治具が衝突しない位置にあらかじめク

ロスヘッドを移動させてください。 

 合格の基準 

試験機の制御装置内で動作を検証し、合格または不合格のメッセージが試験機か

ら送られてきます。 

 チェックの流れ 

(1) 「開始」をクリックします。 
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(2) クロスヘッドが上に 1mm 移動し、その後下に 1mm 移動します。チェック中はそ

のままお待ち下さい。終了後、結果が表示されます。 

 

 エラーメッセージ 

チェックが不合格の場合、次のメッセージが表示されます。 
メッセージ 説明 

パルスが出力されませんでした 試験機の制御装置からモーターにパルスが出力され

ませんでした。制御装置内の基板に問題がある可能

性があります。 
モータの応答がありませんでした。 試験機本体内のモータが応答しませんでした。モー

タあるいは周辺ケーブル等が異常である可能性があ

ります。 
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センサアンプチェック 

試験機に装着された各種アンプ(試験力アンプ、SG アンプ等)が正常に動作しているか

をチェックします。 

 

 必要な治具 

特にありません。 

 実行前の注意点 

装着されている全てのアンプにキャリブレーションケーブルを取り付けて下さい。 

 合格の基準 

試験機の制御装置内で動作を検証し、合格または不合格のメッセージが試験機か

ら送られてきます。 

 チェックの流れ 

(1) 「開始」をクリックします。 

 



第１章 セルフチェック機能を使う 

20 

(2) 試験機側でチェックが行われるのでそのままお待ち下さい。終了後、結果が表示さ

れます。 

(3) 「閉じる」をクリックして下さい。 

(4) セルフチェックダイアログに、実施日時と合否結果が表示されます。 

 

 エラーメッセージ 

チェックが不合格の場合、次のメッセージが表示されます。 
メッセージ 説明 

キャリデータ NG キャリブレーションケーブルにデータが書かれていません。

このキャリブレーションケーブルを使っての校正をやり直す

必要があります。 

不適合 スロットに挿入されたアンプとキャリブレーションケーブル

の種類が合致していません。正しいキャリブレーションケー

ブルを取り付けてください。 
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基板電源チェック 

試験機制御装置内の下記の基板電源のチェックを行います。 

「24V 電源」、「±15V 電源」、「5V 電源（アナログ）」、「5V 電源（デジタル）」 

 

 必要な治具 

特にありません。 

 実行前の注意点 

特にありません。 

 合格の基準 

試験機の制御装置内で動作を検証し、合格または不合格のメッセージが試験機か

ら送られてきます。 

 チェックの流れ 

(1) 「開始」をクリックします。 

 

(2) 試験機側でチェックが行われるのでそのままお待ち下さい。終了後、結果が表

示されます。 

(3) 「閉じる」をクリックして下さい。 

(4) セルフチェックダイアログに、実施日時と合否結果が表示されます。 
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 エラーメッセージ 

チェックが不合格の場合、次のメッセージが表示されます。 
メッセージ 説明 

+24V 電圧エラー 電源値が規定値の範囲外となっている時にこのエラ

ーメッセージが表示されます。電源のコンセント位置

を変更するか、電源が安定的に供給されているか確

認して下さい。安定的に供給されているにもかかわら

ずこのエラーが表示される場合は弊社サービスによ

る修理が必要です。 

±15V 電圧エラー ロードセル・伸び計において短絡している可能性があ

ります。電源を OFF とした後、ロードセル・伸び計・外

部入力信号線をはずして、再度電源を入れてくださ

い。再度電源を入れても同様のエラーが起きる場合

は弊社サービスによる修理が必要です。 

+5V アナログ電圧エラー 外部アナログ出力ケーブルを取り外して再度電源を

入れてください。再度電源を入れても同様のエラーが

起きる場合は弊社サービスによる修理が必要です。 

+5V デジタル電圧エラー ACC1,2,3,SIE,ENC,USB メモリ等のデジタル接続装

置を取り外して再度電源を入れてください。再度電源

を入れても同様のエラーが起きる場合は弊社サービ

スによる修理が必要です。 
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非常停止スイッチチェック 

左右の非常停止スイッチが正常に動作するかどうかをチェックします。 

 

 必要な治具 

特にありません。 

 実行前の注意点 

試験機が、速度「5mm/min」で「2.5mm」上方向に移動します。つかみ具等は

はずし、UJ やその他の治具が衝突しない位置に、クロスヘッドをあらかじめ移動さ

せて下さい。 

 合格の基準 

左右の非常停止スイッチを押したときに、クロスヘッドが停止すれば合格です。 

 チェックの流れ 

(1) 左側スイッチチェック欄の「移動開始」をクリックします。 
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(2) 試験機側が上に移動しますので、「左側の非常停止スイッチ」を押してください。 

(3) 試験機が正常に停止すると、アラームメッセージが表示されますので、非常停止ス

イッチを解除後、ソフトウェア側の「解除」をクリックして下さい。 

(4) 左側スイッチチェック欄に「合格」が表示されます。 

非常停止スイッチが利かなかった場合、2.5mm の地点で試験機は自動停止し、

「不合格」と表示されます 

(5) クロスヘッドを、スマートコントローラの「マニュアル移動」で、元の位置に戻しま

す。 

(6) 右側スイッチチェック欄の「移動開始」をクリックします。 

(7) 試験機が上に移動しますので、「右側の非常停止スイッチ」を押してください。 

(8) 試験機が正常に停止すると、アラームメッセージが表示されますので、非常停

止スイッチを解除後、ソフトウェア側の「解除」をクリックして下さい。 

(9) 右側スイッチチェック欄に「合格」が表示されます。 

非常停止スイッチが利かなかった場合、25mm の地点で試験機は自動停止し、

「不合格」と表示されます。 

(10) 「閉じる」をクリックし、本ダイアログを閉じてください。 

(11) セルフチェックダイアログに、チェック実施日時と、合否結果が表示されます。左右

の両方が合格の場合のみ「合格」となります。 
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リミットスイッチチェック 

上下のリミットスイッチが正常に動作するかどうかをチェックします。 

 

 必要な治具 

特にありません。 

 実行前の注意点 

試験機が、速度｢1000mm/min｣で「50mm」上と下方向に移動します。つか

み具等ははずし、UJ やその他の治具が衝突しない位置に、クロスヘッドをあらかじ

め移動させて下さい。 

また、クロスヘッドの位置から±50mm の範囲内に、上下のリミットスイッチを移動

させて下さい。 

 合格の基準 

上下それぞれのリミットスイッチでクロスヘッドが正常に停止すれば合格です。 

 チェックの流れ 

(1) 上側スイッチチェック欄の「上方向移動開始」をクリックします。 
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(2) 試験機側が上に移動します。リミットスイッチが利くと試験機が停止します。 

(3) 試験機が正常に停止すると、アラームメッセージが表示されますので、リミット

スイッチを解除後、ソフトウェア側の「解除」をクリックして下さい。 

(4) 上側スイッチチェック欄に「合格」が表示されます。 

リミットスイッチが利かなかった場合、50mm の地点で試験機は自動停止し、

「不合格」と表示されます。 

(5) クロスヘッドを、スマートコントローラのマニュアル移動ボタンで、元の位置に戻

します。 

(6) 下側スイッチチェック欄の「下方向移動開始」をクリックします。 

(7) 試験機が下に移動します。リミットスイッチが利くと試験機が停止します。 

(8) 試験機が正常に停止すると、アラームメッセージが表示されますので、リミット

スイッチを解除後、ソフトウェア側の「解除」をクリックして下さい。 

(9) 下側スイッチチェック欄に「合格」が表示されます。 

リミットスイッチが利かなかった場合、50mm の地点で試験機は自動停止し、

「不合格」と表示されます。 

(9) 「閉じる」をクリックし、本ダイアログを閉じてください。 

(10) セルフチェックダイアログに、チェック実施日時と、合否結果が表示されます。

上下の両方が合格の場合のみ「合格」となります。 
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アナログ出力チェック 

試験機からアナログ電圧が正常に出力されるかどうかをチェックします。 

 

 必要な治具 

試験機から出力したアナログ電圧を測定する装置 

 実行前の注意点 

試験機のアナログ出力ポート（BNC コネクタ）と、ご用意されたアナログ電圧測定

装置をケーブルで接続します。 

 合格の基準 

各アナログ出力ポートから 0V と 5V を出力時に、アナログ電圧測定装置が出力値

と同じ電圧を表示すれば合格です。 

 チェックの流れ 

(1) 「開始」をクリックします。 

 

(2) 「アナログ出力ダイアログ」が表示されます。 

チャンネル 1、チャンネル 2 から 0V, 5V を出力し、アナログ測定装置で出力電

圧と同じ値が表示されるかチェックします。 
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(3) アナログ出力ダイアログを閉じます。 

(4) 両方のチャンネルで正常なら「合格」をクリックします。異常がある場合は「不合

格」をクリックします。このダイアログが閉じられます。（チェックを行わない場合

は「閉じる」をクリックします。） 

(5) セルフチェックダイアログに、チェック実施日時と、合否結果が表示されます。 



ハードウェアセルフチェック・設定ガイド  

29 

 

アナログ入力チェック 

試験機にアナログ電圧が正常に入力されるかどうかをチェックします。 

 

 必要な治具 

試験機にアナログ電圧を入力する装置。外部のアンプを使って変位計を使用する

場合は、使用するアンプを接続します。 

 実行前の注意点 

試験機のアナログ入力ポート（BNC コネクタ）と、ご用意されたアナログ電圧入力

装置をケーブルで接続します。 

 合格の基準 

各アナログ入力ポートから 0V と 5V を入力時に、TRAPEZIUMX 側の表示値が入

力した電圧に対応した値を表示すれば合格です。 

 チェックの流れ 

(1) 「開始」をクリックします。 

 

(2) 「アナログ入力ダイアログ」が表示されます。 

各アナログ入力に対して 0V, 5V を入力し、0 及びフルスケールが表示される

かチェックします 
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(3) アナログ入力ダイアログを閉じます。 

(4) 全てのチャンネルで正常なら「合格」をクリックします。異常がある場合は「不合

格」をクリックします。このダイアログが閉じられます。（チェックを行わない場合

は「閉じる」をクリックします。） 

(5) セルフチェックダイアログに、チェック実施日時と、合否結果が表示されます。 
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動作音のチェック 

クロスヘッド移動時に異常音がしないかどうかをチェックします。 

 

 必要な治具 

特にありません。 

 実行前の注意点 

試験機を指定したジョグ速度でマニュアル移動させますので、つかみ具等ははず

し、UJ やその他の治具に衝突しない位置にあらかじめクロスヘッドを移動して下さ

い。 

 合格の基準 

各速度でマニュアル移動した際に異常音がなければ合格です。 

 チェックの流れ 

(1) 「1000mm/min」をクリックします。ジョグ速度が設定されます。 

 

(2) スマートコントローラのマニュアル移動スイッチでクロスヘッドを移動させ、動作

音をチェックして下さい。 

(3) 同様に、「500mm/min」「200mm/min」「0.5mm/min」にてチェックを行ってください。 
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(4) 全ての速度で正常なら「合格」をクリックします。異常がある場合は「不合格」を

クリックします。このダイアログが閉じられます。（チェックを行わない場合は「閉

じる」をクリックします。） 

(5) セルフチェックダイアログに、チェック実施日時と、合否結果が表示されます。 
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クロスヘッド移動動作チェック 

クロスヘッドがスムーズに動作するかを、ダイヤルゲージを使ってチェックします。 

 

 必要な治具 

ダイヤルゲージ（5mm 以上の移動量を測定できるもの） 

 実行前の注意点 

試験機を速度「5mm/min」で「5mm」上方向に移動させますので、つかみ具

等ははずし UJ やその他の治具に衝突しない位置にあらかじめクロスヘッドを移動

して下さい。 

 合格の基準 

ダイヤルゲージの指針の動作にしゃくり、ひっかかりがなければ合格です。 

 チェックの流れ 

(1) ダイヤルゲージをクロスヘッドの移動が測定できる様にセットして下さい。 
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(2) 「上方向移動開始」をクリックします。試験機が上方向に移動します。 

(3) 移動中ダイヤルゲージの指針の動作にしゃくり、ひっかかりがない事を確認し

て下さい。 

(4) 5mm 移動すると試験機は自動的に停止します 

(5) 「合格」または｢不合格｣をクリックします。このダイアログが閉じられます。（チェ

ックを行わない場合は「閉じる」をクリックします。） 

(6) [セルフチェック]ダイアログに、チェック実施日時と、合否結果が表示されます。 
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クロスヘッドポジション精度チェック 

クロスヘッドを指定した距離移動させた際のポジションの精度をチェックします。 

 

 必要な治具 

ダイヤルゲージ（20mm 以上の移動量を測定できるもの） 

 実行前の注意点 

試験機を速度「20mm/min」で「20mm」上方向に移動させますのでつかみ具

等ははずし UJ やその他の治具に衝突しない位置にあらかじめクロスヘッドを移動

して下さい。 

 合格の基準 

移動終了後の試験機のポジション表示とダイヤルゲージの差が±0.02mm なら合

格です。 

 チェックの流れ 

(1) ダイヤルゲージをクロスヘッドの移動が測定できる様にセットして下さい。 
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(2) スマートコントローラの「ポジションゼロ」を押してください。 

(3) 「上方向移動開始」をクリックします。試験機が上方向に移動します。 

(4) 20mm 移動すると試験機は自動的に停止します。 

(5) ダイヤルゲージの指針を読み、「合格」または｢不合格｣をクリックします。このダ

イアログが閉じられます。（チェックを行わない場合は「閉じる」をクリックしま

す。） 

(6) セルフチェックダイアログに、チェック実施日時と、合否結果が表示されます。 
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クロスヘッド移動速度チェック 

クロスヘッドを指定した速度で移動させ、正しい速度で移動しているかどうかをチェック

します。 

 

 必要な治具 

特にありません。 

 実行前の注意点 

試験機を速度「0.5mm/min」で「600sec」、「500mm/min」で「60sec」上

方向に動させますので、つかみ具等ははずし、UJ やその他の治具に衝突しない

位置にあらかじめクロスヘッドを移動して下さい。 

 合格の基準 

指定時間移動後の距離が、設定した値の±0.1%以内なら合格です。 
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 チェックの流れ 

(1) 0.5mm/min 側の「上方向移動開始」をクリックします。試験機が上方向に移動し

ます。 

 

(2) 600sec 移動すると試験機は自動的に停止します。停止後移動距離と、合否結

果が表示されます。 

(3) マニュアル移動スイッチ等でクロスヘッドを元の位置に戻します。 

(4) 500mm/min 側の「上方向移動開始」をクリックします。試験機が上方向に移動

します。 

(5) 60sec 移動すると試験機は自動的に停止します。停止後移動距離と、合否結果

が表示されます。 

(6) 「閉じる」をクリックしこのダイアログを閉じます。 

(7) [セルフチェック]ダイアログに、チェック実施日時と、合否結果が表示されます。 
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試験力測定チェック 

指定ポイントごとの試験力を測定し、試験力の測定値に異常がないかをチェックします。 

 

 必要な治具 

ロードセル容量まで測定できるデジタルループ、上下圧盤、圧縮負荷治具 

 実行前の注意点 

指定したポイントまでクロスヘッドが移動し、デジタルループの読み記録します。あ

らかじめ記録用紙やソフトウェア等をご用意下さい。 

 合格の基準 

指定した各ポイントでの試験力側の表示とデジタルループの読みを比べ異常がな

ければ合格です。 
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 チェックの流れ 

 

(1) 「ロードセル極性」、「移動方向」をセットして下さい。 

(2) 「どこから」「どこまで」欄に、ロードセル容量に対する%で測定範囲を設定して

下さい。往復でデータを測定する場合は「往復」にチェックを入れてください。 

(3) 「測定ポイント数」を入力して下さい。その下に「全測定ポイントリスト」が表示さ

れます。ロードセル容量に対する%の数値で表示されます。 

(4) 指定ポイントまでの移動速度と、目標の直前で減速するための「切替点」「速度

2」を設定します。 

切替点: 次の目標試験力に対する%で指定します。 

(5) 「移動開始」をクリックすると、最初のポイントまで移動し停止します。 

(6) 停止時のデジタルループの読みを記録します。 
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(7) もう一度「移動開始」をクリックすると、次のポイントまで移動し停止します。 

(8) 停止時のデジタルループの読みを記録します。 

(9) 手順(7)と手順(8)を指定したポイントの測定が全て終了するまで繰り返します。 

(10) 最後の点で停止後、スタート位置まで戻ってくるとチェック終了です。 

(11) 「合格」または｢不合格｣をクリックします。このダイアログが閉じられます。（チ

ェックを行わない場合は「閉じる」をクリックします。） 

(12) [セルフチェック]ダイアログに、チェック実施日時と、合否結果が表示されます。 
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第 2 章 

AG-X のハードウェア設定を行う 

ここでは、TRAPEZIUMX を使用してオートグラフ AG-X のハードウェア設定を行う方法

について説明します。説明は下記の項目別に行います。 

－ ハードウェア設定を始めるには？ 

－ ジョグ速度設定 

－ ソフトリミット設定 

－ アナログ入力のキャリブレーション 

－ 試験力・伸び幅計用内部アンプのキャリブレーション 

－ アナログ出力設定 

－ 速度テーブル設定 

－ デジタル入力設定 

－ オプション装置設定 

－ 制御入出力の確認 

－ メンテナンス 

－ ひずみ設定 

－ セットアップ設定 

－ レコーダ設定 

－ 試験片保護速度設定 
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ハードウェア設定を始めるには？ 

次の手順でハードウェア設定を始めます。 

 

1. AG-X とパソコンを接続し、AG-X の電源を ON にします。 

2. TRAPEZIUMX を起動します。 

関関関連連連キキキーーーワワワーーードドド： ユーザーガイド「TRAPEZIUMX の起動」p.25 

3. [TRAPEZIUMX HOME ウィンドウ]が表示されます。 

4. 「ハードウェア設定」をクリックします。 
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5. [ハードウェア設定]ダイアログが表示されるので、「AG-X 設定」タブをクリックします。 

 

 

試験機の種類が「AG-X」でない場合は、「種類」リストから「AG-X」を選択し、

TRAPEZIUMX を再起動します。その後、手順 3 以降をもう一度行います。 
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6. 設定を行うには、各ボタンをクリックします。設定終了後は「OK」または「キャンセル」

をクリックします。 

 

 

このダイアログは、メニューの『ハードウェア｜ハードウェア設定』を選択して表示

する事もできます。 
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ジョグ速度設定 

AG-X に搭載された「スマートコントローラ」の「マニュアル移動」を押した時に移動する

速度（ジョグ速度）を設定します。 

 

 

速度入力欄: 

キーボードより速度を入力します。入力できる範囲は接続している AG-X の速度

範囲と同じです。 

送信ボタン: 

速度入力欄に表示された速度を試験機に送信します。 

ダイレクト送信ボタン: 

クリックすると、各ボタン上に書かれた速度を試験機に送信します。ボタン上に表示さ

れる文字は、「速度テーブル設定」で変更できます。 

関関関連連連キキキーーーワワワーーードドド： 「速度テーブル設定」p.59 

閉じるボタン: 

このダイアログを閉じます。 
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ソフトリミット設定 

試験機の各測定チャンネルのリミット値を設定します。 

 

 

最小リミット設定欄: 

各チャンネルの最小リミットの ON/OFF 切替と数値を入力します。 

接続されていないチャンネルは入力できません。入力範囲は次ページの表をご覧

下さい。最大リミットより大きい値は設定できません。 

最大リミット設定欄: 

各チャンネルの最大リミットの ON/OFF 切替と数値を入力します。 

接続されていないチャンネルは入力できません。入力範囲は次ページの表をご覧

下さい。最小リミットより小さい値は設定できません。 
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設定送信ボタン: 

各チャンネルの最小値と最大値を試験機に送信します。 

閉じるボタン: 

このダイアログを閉じます。 

 

 

ソフトリミットの入力範囲: 

ソフトリミットの入力は以下の範囲内で設定します。 
チャンネル 入力範囲 

ストローク -9999.0～9999.0 
試験力 －ロードセル容量～＋ロードセル容量 

ひずみ設定で設定した標点距離とフルスケール(%)から計算 
フルスケール＝標点距離×フルスケール(%)/100 

それ以外 

入力範囲は、－フルスケール～＋フルスケール 

関関関連連連キキキーーーワワワーーードドド： 「ひずみ設定」p.65 

 

試験力リミット、ストロークリミットについて: 

試験実行の際は試験条件ウィザードでも設定が可能です。 

TRAPEZIUMX で試験中は、試験条件ウィザードの値が有効になります。PC と非

接続時と、ハードウェア設定時は本ダイアログでの設定値が有効になります。 

関関関連連連キキキーーーワワワーーードドド： ソフトウェアリファレンスマニュアル「試験条件ウィザード－センサ

ーダイアログ－ストロークタブ」p.116 
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アナログ入力のキャリブレーション 

試験機にアナログ電圧を入力する際のキャリブレーションを行います。アナログ電圧は、

外付けのアンプ等で変位計やその他の装置の信号を測定する場合に使用します。 

試験機のアナログ入力ポートと外付けアンプの出力ポートを接続して下さい。 

 

 キャリブレーションの手順 

1. [ハードウェア設定ダイアログ]にある「AG－X 設定」タブの「キャリブレーション」

をクリックし、[キャリブレーションダイアログ]を表示します。 

 

2. チャンネル選択リストから、入力したいチャンネルを選択します。アナログ 1～

アナログ 6 のいずれかを選択して下さい。 

 

アナログ 1 を選択 

ゼロボタン スパンボタン 初期化ボタン 
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ゼロボタン: 

外付けアンプのゼロの時の電圧を試験機に登録します。 

スパンボタン: 

外付けアンプのフルスケール時の電圧を試験機に登録します。 

初期化ボタン: 

試験機に登録したゼロ時、フルスケール時の電圧を初期化します。 

 

3. 外付けアンプのゼロの時の電圧を試験機に登録します。 

「ゼロ」をクリックすると、下記のメッセージが表示されます。 

 

外付けアンプが 0mm となるようにを出力し、「OK」をクリックします。 

 

0mm となるように 
調整する。 

0mm となるように 
調整した後、クリック。 
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4. 「OK」をクリックすると、その時の電圧を試験機に登録します。 

終了後、下図の画面に戻ります。 

 

 

5. 外付けアンプのフルスケール時の電圧を試験機に登録します。 

「スパン」をクリックすると、下記のメッセージが表示されます。 
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外付けアンプからフルスケール値を出力し、「OK」をクリックします。 

 

 

6. 「OK」をクリックすると、その時の電圧を試験機に登録します。 

終了後、下図の画面に戻ります。 

 

フルスケールとなるように 
調整する。 

フルスケール調整後、

クリック。 
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7. 「閉じる」をクリックし、ダイアログを閉じます。 

 

 キャリブレーション初期化の手順 

試験機に登録した電圧を初期化することができます。 

 

1. 「初期化」をクリックすると、下記のメッセージが表示されます。 

「OK」をクリックするとキャリブレーション値がリセットされます。 

 

 

2. 「閉じる」をクリックし、ダイアログを閉じます。 

クリック。 
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試験力・伸び幅計用内部アンプのキャリブレーション 

試験機に挿入された試験力アンプや、伸び計、幅計用の内部アンプ（SG,DTF）のキャリ

ブレーションを行います。 

各アンプに対応するキャリブレーションケーブルを接続して下さい。 

 

 キャリブレーションデータの復元 

1. [ハードウェア設定ダイアログ]にある「AG－X 設定」タブの「キャリブレーション」

をクリックし、[キャリブレーションダイアログ]を表示します。 

 

チャンネル選択リスト: 

チャンネル選択リストから、入力したいチャンネルを選択します。試験力、伸

び 1、伸び 2 のいずれかを選択して下さい。 

チャンネル 
選択リスト 

E-CAL ボタン 

ゼロリセット 
ボタン
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ゼロリセットボタン: 

現在のセンサー値をゼロリセットします。 

E-CAL ボタン: 

あらかじめ記憶されたキャリブレーションデータの復元を行います。 

 

2. チャンネル選択リストから、入力したいチャンネルを選択します。試験力、伸び

1、伸び 2 のいずれかを選択して下さい。 

 

3. あらかじめ記憶されたキャリブレーションデータを復元します。 

「E-CAL」をクリックすると、下記のメッセージが表示されます。「OK」をクリック

すると、試験機で E-CAL が実行されます。 

 

 

4. 画面に「E-CAL 実行中」のメッセージが表示されます。 

終了すると手順 1 の画面に戻ります。 

 

 

5. 「閉じる」をクリックし、ダイアログを閉じます。 

クリック 
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アナログ出力設定 

試験機からアナログ電圧を出力し、外部の機器で電圧を測定する際のキャリブレーショ

ンを行うことができます。 

 

試験機からの出力を 0V、±5V 等に切り替えることができます。 

 

 

OUT1 出力設定欄: 

パラメータ: 試験力固定です。 

フルスケール: ここで設定した値になった時に出力電圧が 5V になります。 

出力種類: 現在値, 5V, 0V, -5V の中から選択します。 

OUT1 出力設定欄 

OUT2 出力設定欄 
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OUT2 出力設定欄: 

パラメータ: どの信号をアナログ出力ポート２から出力するかを選択します。 

フルスケール: ここで設定した値になった時に出力電圧が 5V になります。 

出力種類: 現在値, 5V, 0V, -5V の中から選択します。 

 

送信ボタン: 

出力設定を試験機に送信します。 

 

閉じるボタン: 

このダイアログを閉じます。ダイアログを閉じる際に、アナログ出力設定は両方「現

在値」に戻ります。 



ハードウェアセルフチェック・設定ガイド  

59 

 

速度テーブル設定 

[ジョグ速度設定ダイアログ]で表示される、「ダイレクト設定」に表示される速度を設定し

ます。 

 

 

数値を入力後、「OK」をクリックします。 

このダイアログでは試験機に情報は送信されません。 

 
関関関連連連キキキーーーワワワーーードドド： 「ジョグ速度設定」p.47 
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デジタル入力設定 

試験機のデジタル信号入力ポートからの信号を測定する場合の設定を行います。 

 

 

チャンネル 1 出力設定欄: 

パルスレート: 

試験機に設定された値が表示されています。変更する場合は、外部から入力

する機器の数値に合わせて入力します。 

[オプション装置ダイアログ]で、「SIE 伸び計」を ON にした場合、この欄は設

定できません。 



ハードウェアセルフチェック・設定ガイド  

61 

チャンネル 2 出力設定欄: 

パルスレート: 

試験機に設定された値が表示されています。変更する場合は、外部から入力

する機器の数値に合わせて入力します。 

[オプション装置ダイアログ]で、「外部エンコーダ」を ON にした場合、この欄は

設定できません。 

パルスレート: 

「UP/DOWN」または｢A/B 相｣の中から選択します。 

送信ボタン: 

入力設定を試験機に送信します。 

閉じるボタン: 

このダイアログを閉じます。 

 

関関関連連連キキキーーーワワワーーードドド： 「オプション装置設定」p.62 
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オプション装置設定 

試験機にオプション装置を接続するかどうかを設定します。 

 

 

ON/OFF 切替ボタン: 

各オプション装置を使用するかどうかを切替えます。 

送信ボタン: 

設定を試験機に送信します。 

閉じるボタン: 

本ダイアログを閉じます。 
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制御入出力の確認 

試験機の ACC1, ACC2 コネクタに信号を入力する際、各ピンの設定がどうなっている

かを確認することができます。設定の変更はできません。 
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メンテナンス設定 

試験機に設定された情報を初期状態に戻したり、特別な設定を行ったりすることができ

ます。 

 

初期化タブ: 

「OK」をクリックすると、試験機に設定された情報を全て初期状態に戻します。 

 

 

特別設定タブ: 

特別な設定を試験機に送信します。通常は操作しないでください。 
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ひずみ設定 

変位計や幅計など試験機に接続しているチャンネルの標点距離(GL)と、フルスケール

(FS)を設定します。 

 

 

標点間距離入力欄: 

キーボードより入力して下さい。チャンネル名の下に表示された単位で入力します。

入力範囲: 0～1000 

フルスケール入力欄: 

キーボードより入力して下さい。単位は「%」です。入力範囲：0.1～10000 

送信ボタン: 

設定値を試験機に送信します。 
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閉じるボタン: 

このダイアログを閉じます。 

 

 

試験実行時は、「試験条件ウィザード」で設定した値が使用されます。TRAPEZIUMX
終了後や、AG-X のハードウェア調整中はここで使用した値になります。 
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セットアップ設定 

単位系の設定や、F-CAL を実行できるかどうかの設定を行います。 

 

 

単位系設定欄: 

リストから単位系を選択します。 

 

試験実行時は、「試験条件ウィザード」で設定した単位系が使用されます。

TRAPEZIUMX 終了後や、AG-X のハードウェア調整中はここで使用した値になり

ます。 

送信ボタン: 

単位系を試験機に送信します。試験機の数値やその他の部分の単位系が変更さ

れます。 
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F-CAL 設定欄: 

F-CAL の実行可能、不可能を設定することができます。 

「伸び可能」を指定すると、[キャリブレーションダイアログ]の「伸び 1」「伸び 2」で、

F-CAL を実行できるようになります。 

設定を変更した後は、保存ボタンをクリックして下さい。 
 

注記 

お客様からは、「実行可能」を指定して頂くことはできません。 

関関関連連連キキキーーーワワワーーードドド： 「試験力・伸び幅計用内部アンプのキャリブレーション」p.55 

 

保存ボタン: 

F-CAL 設定を保存します。 

保存ボタンをクリックせずに、セットアップ設定を終了した場合は、F-CAL 設定欄で

変更した内容は反映されません。 
 

注記 

この設定は試験機には送信しません。 

 

閉じるボタン: 

このダイアログを閉じます。 
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レコーダ設定 

試験機にアナログレコーダを接続する際のレコーダ設定を行います。 

 

 

チャート速度設定欄: 

X-T レコーダのチャート速度を選択します。 

チャートレシオ設定欄: 

X-Y レコーダのチャートレシオを選択します。試験速度×チャートレシオが 2000 を

超えないように設定して下さい。 

送信ボタン: 

設定値を試験機に送信します。 

閉じるボタン: 

このダイアログを閉じます。 
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試験片保護速度設定 

試験片保護動作時の速度を設定します。試験片保護は、試験前に試験片に異常な負

荷がかかり試験片が破損するのを防ぐための機能です。 

TRAPEZIUMX メイン画面で『試験｜試験コントロール｜試験片保護』を選択すると、こ

こで設定した速度で、試験力を 0 でホールドするように試験機が動作します。 

 

 

速度入力欄: 

キーボード入力します。入力範囲は、試験機で設定できる速度範囲と同じです。 

OK ボタン: 

クリックすると設定を保存し、このダイアログを閉じます。 
 

注記 

試験機に設定は送信されません。 

キャンセルボタン: 

クリックすると設定を保存せずに、このダイアログを閉じます。 
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第 3 章 

AG-IS・EZGraph のハードウェア設定を行う 

この章では、TRAPEZIUMX を使用してオートグラフ AG-IS・EZGraph のハードウェア設

定を行う方法について説明します。説明は下記の項目別に行います。 

－ ハードウェア設定を始めるには？ 

－ アンプの調整 

－ 速度設定 

－ レコーダ設定 
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ハードウェア設定を始めるには？ 

次の手順でハードウェア設定を始めます。 

 

1. AG-IS, EZGraph とパソコンを接続し、試験機の電源を ON にします。 

2. TRAPEZIUMX を起動します。 

関関関連連連キキキーーーワワワーーードドド： ユーザーガイド「TRAPEZIUMX の起動」p.25 

3. [TRAPEZIUMX HOME ウィンドウ]が表示されます。 

4. 「ハードウェア設定」をクリックします。 
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5. [ハードウェア設定]ダイアログが表示されるので、「AG-IS, EZGraph 設定」タブをクリ

ックします。 

 

 

 

試験機の種類が接続する試験機と異なる場合は、「種類」リストから正しい試験機を

選択し、TRAPEZIUMX を再起動します。その後、手順 4 以降をもう一度行います。 

 

クリック 
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6. 設定を行うには、各ボタンをクリックします。 

設定終了後は「OK」または「キャンセル」をクリックします。 

 

 

このダイアログは、メニューの『ハードウェア｜ハードウェア設定』を選択して表示す

る事もできます。 
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アンプの調整 

 アナログ入力の設定 

SES などゼロスパン調整機能を持たない外部入力付属品のキャリブレーション設

定を行います。外部入力付属品のゼロ（0V）の値とフルスケール（5V など）の値を

試験機に記憶させます。 

 

1. 試験機のアナログ入力端子（ここでは、「外部 1」または「外部 2」と表記しま

す。）と、外部入力付属品をケーブルで接続した上で下記の手順で設定を行い

ます。 

2. [ハードウェアの設定ダイアログ]のにある「AG-IS,EZGraph」タブの「アンプの調

整」をクリックします。 

 

3. [アンプの調整ダイアログ]が表示されます。「アナログ入力」タブを選択します。 
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4. 外部 1 か外部 2 かどちらかのフルスケール値、単位を入力します。 

選択された方が赤色文字で表示します。フルスケール値の推奨値は 5V、最大値

は 10V です。 

5. いずれかの「スタート」をクリックして下さい。外部 1 の場合、メッセージ欄に「外

部 1 に 0V を入力し「OK」を押してください」と表示されます。 

6. 外部入力付属品からゼロ（0V）を出力して下さい。 
 

注記 

自動伸び計を使用している場合等は、「外部機器操作」欄において、機器名（自

動伸び計等）、出力ポート（出力 1 等）を選択後、「0V 出力」をクリックして下さい。 

7. 「OK」をクリックして下さい。「キャンセル」をクリックすると、中止します。 

8. 外部入力付属品のゼロ出力を終了してください。 
 

注記 

自動伸び計を使用している場合等は、「外部機器操作」欄において、「0V 出力」を

もう一度クリックして下さい 

9. メッセージ欄に「外部 1 にフルスケール値を入力し、「OK」を押してください」と

表示されます。 

10. 外部入力付属品からフルスケール（5V など）を出力して下さい。 
 

注記 

自動伸び計を使用している場合等は、「外部機器操作」欄において、機器名（自

動伸び計等）、出力ポート（出力 1 等）を選択後、「5V 出力」をクリックして下さい。 

11. 「OK」をクリックして下さい。「キャンセル」をクリックすると、中止します。 

12. 外部入力付属品のフルスケール出力を終了して下さい。 
 

注記 

自動伸び計を使用している場合等は、「外部機器操作」欄において、「5V 出力」

をもう一度クリックして下さい。 
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13. これで、キャリブレーション完了です。 

 

 

注記 

単位系の欄には試験機で設定された単位系が表示されます。変更はできません。 

キャリブレーションの値をリセットするには、それぞれの「リセット」“をクリックします。 
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アナログ出力の設定 

レコーダなどの調整用に 0V 又は 5V の固定値のアナログ出力を行います。 

センサー表示はありません。 

 

1. [ハードウェアの設定ダイアログ]のにある「AG-IS,EZGraph」タブの「アンプの調整」

をクリックします。 

 

2. [アンプの調整ダイアログ]が表示されます。「アナログ出力」タブを選択します。 
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3. 出力１は試験力固定です。 

・「0V」をクリックすると、出力 1 より 0V の出力が行われます。 
・「5V」をクリックすると、出力 1 より 5V の出力が行われます。 

4. 出力 2 は、ポジション、ストローク、試験力、内部アンプ 1、内部アンプ 2、外部アンプ

1、外部アンプ 2 のいずれかから選択します。 

ただし、内部アンプ 1、内部アンプ 2 は接続されている場合のみ表示されます。 

・「0V」をクリックすると、出力 2 より 0V の出力が行われます。 
・「5V」をクリックすると、出力 2 より 5V の出力が行われます。 

 

 ポジション/ストロークの標点間距離とフルスケール 

試験機のポジション又はストロークを出力する場合、標点距離(mm または in)とフ

ルスケール(%)をこの欄で入力し、「送信」をクリックして試験機に送信します。 

単位系の欄には試験機で設定された単位系が表示されますが、変更することはで

きません。 

 

 F-CAL 

試験力アンプ、内部アンプ 1、内部アンプ 2 のキャリブレーション(F-CAL)を行いま

す。F-CAL はその他画面の「F-CAL の ON/OFF」が「ON」になっている場合のみ

実行可能です。 

次の手順にて F-CAL を行ってください。F-CAL を行う前に分銅など F-CAL 用機

器を準備して下さい。 

 

1. [ハードウェアの設定ダイアログ]のにある「AG-IS,EZGraph」タブの「アンプの調

整」をクリックします。 
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2. [アンプの調整ダイアログ]が表示されます。「アナログ出力」タブを選択します。 

 

3. アンプを選択します。試験機に接続されているアンプのみ選択できます。 

アンプに「試験力」を選択した時は、極性を選択します。「内部アンプ」を選択し

た時は、フルスケールを入力できます。 

4. レンジを選択します。 

試験力アンプ: ×1、×2、×5、×10、×20、×50、×100” 
内部アンプ: ×1、×2、×5、×10 のいずれかから選択します。 

5. 「確定」をクリックすると、次のメッセージが表示されます。 
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6. しばらくすると次のメッセージが表示されます。 

 

・「通常」をクリックした時は、1 つのレンジを設定すれば全レンジにキャリブレー

ション値を自動的に設定します。 

・“中止“をクリックした時は、処理を中止します。次の画面が表示されます。 

 

7. 「通常」をクリックすると、下記のメッセージが表示されます。 

 

数値表示部のゼロを確認し、ゼロでない場合は数値表示部の「ゼロ」をクリック

して下さい。その後、分銅などでフルスケールに対応した基準入力を与えてくだ

さい。「確定」をクリックすると、メッセージが表示されます。 

 

8. キャリブレーション処理が完了すると、メッセージが表示されます。 
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9. 「確定」をクリックすると、メッセージが表示されます。 

 

10. F-CAL が完了すると、メッセージが表示されます。 

 



ハードウェアセルフチェック・設定ガイド  

83 

 

 その他 

試験機の CRAM クリア、F-CAL の ON/OFF、キャリブレーションクリアを行います。 

[アンプの調整ダイアログ]の「その他」タブを選択します。 

 

CRAM クリア: 

試験機の CRAM クリアを行います。試験機内部の設定を工場出荷状態に戻

します。 

CRAM クリア実行後、試験機とソフトウェアをリセットして下さい。 

 

FCAL の ON/OFF: 

F-CAL を行うにはこのチェックを ON にします。チェックをつけた後は一度ソフ

トウェアを再起動して下さい。 

 

キャリブレーションクリア: 

試験力アンプ、内部アンプ 1, 2 のキャリブレーションデータをクリアします。 
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速度設定 

ジョグ速度の設定、試験力ゼロホールド速度の設定を行います。 

 

 速度の設定 

1. [ハードウェアの設定ダイアログ]のにある「AG-IS,EZGraph」タブの「アンプの調

整」をクリックします。 

 

2. 設定したい速度を入力後、設定をクリックします。 

・スマートコントローラのジョグボタン 
・ジョグダイヤルでクロスヘッドを動かす時の速度 
・試験力ゼロホールド機能 

の実行時の速度を設定します。 

 
 

注記 

入力範囲は、ストローク速度の範囲により決まります。 



ハードウェアセルフチェック・設定ガイド  

85 

 

レコーダ設定 

[ハードウェアの設定ダイアログ]のにある「AG-IS,EZGraph」タブの「レコーダ設定」をク

リックします。 

 

 

 速度の設定 

レコーダが接続されている場合に必要なチャート速度やチャートレシオなどのパラ

メータを設定します。 

 

チャート速度設定欄: 

X-T レコーダのチャート速度を選択します。 

チャートレシオ設定欄: 

X-Y レコーダのチャートレシオを選択します。試験速度×チャートレシオが

2000 を超えないように設定して下さい。 

設定ボタン: 

設定値を試験機に送信します。 

閉じるボタン: 

このダイアログを閉じます。 
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